
令和２年度県民ニーズ調査 第３回課題調査の内容および概要 

 

●調査の内容 

テーマ 

１ 感染防止対策取組書 

２ マスク飲食 

３ テレワーク（リモートワーク）のニーズ 

４ 地域や地域の人々と多様に関わる人々（「関係人口」）について 

５ 地域社会との関わり 

 

 

 

●調査の概要 

調査地域 神奈川県全域 

調査対象 県内在住の満 18 歳以上の方 3,000 人 

抽出方法 住民基本台帳からの層化二段無作為抽出 

調査方法 
⑴郵送による調査票の配布 

⑵郵送回答とインターネット回答の併用 

調査期間 
令和３年３月 18 日（木曜日）～ 

３月 29 日（月曜日） 

有効回収数 
1,079 件 

（郵送回答:702件、インターネット回答:377件） 

有効回収率 36.0％ 
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令和２年度(２０２０年度) 

神奈川県『県民ニーズ調査』(第３回課題調査) 
集計結果 

-新型コロナウイルス感染症の影響下における県民意識等に関する調査- 

  

１ 感染防止対策取組書 
 

問１ 「感染防止対策取組書」を知っていますか。                   

 

 

 

 

 

 

【問１で「１ 知っている」とお答えの方に】 

問１-１ 「感染防止対策取組書」を何で知りましたか。 (複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

0.8%

1.0%

1.0%

1.6%

1.8%

2.2%

2.4%

3.0%

3.2%

3.8%

4.8%

5.8%

9.8%

18.6%

19.0%

20.6%

51.3%

52.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

県庁へ行って

忘れた

雑誌の記事・広告

Facebook

Twitter

YouTube

上記以外の情報から

お住まいの市区町村役場へ行って

その他インターネット上の情報

友人・知人

お住まいの市区町村のホームページ

LINE

ラジオ番組

神奈川県のホームページ

お住まいの市区町村の広報誌

新聞の記事・広告

神奈川県の広報誌

テレビ番組

お店や事業所、駅のポスターや貼り紙等で

知っている, 46.4%
知らなかった, 

52.1%

無回答, 1.5%
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1.0%

17.1%

11.7%

32.3%

43.5%

56.4%

0% 20% 40% 60%

無回答

その他

そもそも「マスク飲食（会食）」を実践する必要はない

条例等で共通のルールとして定め、意識を高める

広く県民向けに、「マスク飲食（会食）」の目的や期待さ

れる効果を普及啓発する

実際の飲食時に、感染対策に関する気づきの機会を多

く得られるよう、店舗内でチラシやポップの掲示等を行う

２ マスク飲食 

 

問２ 「マスク飲食（会食）」を知っていますか。                  

 

 

 

 

 

 

 

問３ 「マスク飲食（会食）」は、相手からの飛沫を防ぐとともに、自分の飛沫を相手に飛散させな

いという目的があることを知っていますか。                   

 

 

 

 

 

 

 

問４ 「マスク飲食（会食）」は、特に感染リスクの高い飲食の場での感染防止対策として効果の高
いマナーであると考えていますが、多くの人に実践されるには至っていません。 

多くの人に「マスク飲食（会食）」を実践していただくためには、どのような取組が有効と考
えますか。                                                                  (複数回答) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知っている, 95.7%

知らなかった, 
3.7%

無回答, 0.6%

知っている, 96.3%

知らなかった, 
3.2%

無回答, 0.6%

※主な意見：そもそも会食を控えるべき 
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３ テレワーク（リモートワーク）のニーズ 

 

問５ あなたがテレワーク(リモートワーク)をしたいと考える場所はどこですか。     （複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたが自宅以外でテレワーク(リモートワーク)をする場合、その場所に何を望みますか。 

                                  （複数回答：３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ リゾート地や観光地等での滞在中に、余暇を楽しみながら仕事(テレワーク)を行う、ワーケー 

ションを実施したいと思いますか。                             

  

2.3%

5.7%

7.3%

10.5%

13.4%

14.4%

15.7%

74.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無回答

その他

飲食店、喫茶店

分からない

勤務先のサテライトオフィス

宿泊施設

勤務先以外のサテライトオフィス、勤務先以外の

コワーキングスペース

自宅

実施したいと思う, 
23.4%

実施したいと思わない, 
52.8%

分からない, 20.7%

無回答, 3.2%

4.0%

8.8%

9.5%

13.4%

15.9%

16.1%

27.7%

32.3%

37.3%

0% 10% 20% 30% 40%

無回答

その他

飲食店の豊富さ

コンビニエンスストア、スーパーマーケット、小売店

の豊富さ

自然の豊富さ

分からない

テレワークができる図書館等の公共施設の豊富さ

サテライトオフィス、コワーキングスペースの多さ

近隣の静かさ
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【問７で「１ 実施したいと思う」とお答えの方に】 

問７-１ ワーケーションには以下のような形態があります。どの形態でワーケーションをしたいですか。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 地域や地域の人々と多様に関わる人々（「関係人口」）について 

 

問８  お住まいの地域以外に、継続的に関わりを持ちたいと思う特定の地域はありますか。 

 

 

 

 

 

 

【問８で「１ ある」とお答えの方に】 

問８-１ それはどのような関わりですか。最も関わりを持ちたいと思うものを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 36.5% ない, 62.2%

無回答, 1.3%

【趣味・消費型】, 
54.8%

【参加・交流型】, 
14.7%

【就労型】, 8.1%

【直接寄与型】, 6.3%

【ふるさと納税】, 
6.9%

その他, 5.1%

無回答, 4.1%

7.1%

1.6%

21.4%

29.4%

51.6%

52.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

【企業が費用負担する研修型】

【リゾートワーク型】

【サテライトオフィス型】

【ブレジャー型】



- 5 - 

 

 

問８-２ お住まいの地域以外に、関わりを持ちたい地域はどの地域ですか。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域社会との関わり 

 

問９ 長い人生を充実させるため、コミュニティなど、地域社会との関わりを大切にしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 退職後や 65 歳以降の人生でやりたいと考えていること（すでに迎えている方は現在やっている

こと）は何ですか。                         

 

 

 

  

川崎・横浜地域, 
11.7%

三浦半島地域, 
11.2%

県央地域, 3.3%

湘南地域, 17.8%

県西地域, 8.4%

その他都道府県, 
42.4%

無回答, 5.3%

そう思う, 69.6% そう思わない, 29.1%

無回答, 1.3%

地域活動, 8.2%

趣味の活動, 43.7%

学びなおし, 6.7%

仕事, 13.6%

子・孫・家族の世話, 
7.0%

その他, 2.9%

考えていない, 8.5%

無回答, 9.4%
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問 11 地域活動に関して、どのような支援やきっかけがあれば参加しやすくなると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知人や家族等から

の誘い, 49.5%

広告、チラシやウェブ

サイト、ＳＮＳ等による

情報提供, 27.3%

学校や職場等から

の働きかけ, 6.6%

景品等, 6.1%

その他, 4.1%

無回答, 6.4%


